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研究室だより
はじめに
　日常記憶心理学研究室は2015年４月に新設された研究室
です。現在、ゼミ生は３年生８名と３年卒学生である２年
生１名、合計９名から構成されています。本稿では、研究
室で扱うテーマ、授業の進め方、現在行っている具体的な
研究を２つ、ご紹介します。
研究室で扱うテーマ
　私の研究テーマは大きくいうと「記憶の個人差」です。
例えば、統合失調症傾向が高い人（統合失調症の幻聴や妄
想といった症状に近い体験をする傾向がある健常者）は、
低い人と比較して、自分が想像したことを「現実に起こっ
たことである」と判断しがちであるといったことを行動実
験によって示したり、その脳内メカニズム解明のために
fMRI実験を行ったりしています。さらには、オンライン
ゲームといった仮想空間における自己アバターに、現実の
自己を投影させやすい人や仮想空間の影響を受けやすい人
について検討したりもしています。
　一方で、研究室は「日常記憶心理学」という名の通り、
日常記憶に関わることならどんなテーマでも扱うことがで
きます。９名のゼミ生は、それぞれテーマを自分で決めま
した。具体的には以下の通りです。
◦イメージを使った記憶術で記憶力はアップするのか？
◦サブリミナルで記憶課題へのやる気をださせることによ
り、記憶力がアップするか？
◦まるで涙のように水滴が滴り落ちてくる眼鏡をかけると、
悲しい記憶を思い出してしまうのではないか？
◦統合失調症傾向が高い人と低い人で、音楽の嗜好が異な
るのではないか？
◦興味のあるファッションジャンルによって、他者の服装
に対する記憶の仕方が異なるのではないか？
◦商品名を聴覚でサブリミナル呈示することがその商品の
購買欲に与える影響は？
◦PK戦でゴールを成功させるために有効な掛け声とは？
◦ブレインストーミングで最終的に選ばれる案は、本当に
いい案なのか？
◦温かい飲み物、柔らかいソファーなど、説得するときに
適した環境とは？
　ご覧のとおり、実に様々です。「『記憶』という分野の中で、
興味を持てるテーマを見つけるのではなく、日常生活を営
む上で興味のあるテーマを『記憶』という研究分野の視点
から切り込む」ということが研究室の方針としてあります。
授業の進め方
　研究室が設立されてから現在までの９ヵ月間、「専門ゼ
ミ」で行ってきたことを記します。まずは、１人１人の学
生に、関心テーマについてたずねました。「統合失調症に
ついて研究したい」「記憶術を極めたい」といった明確な
目的を持って研究室に入ってきた学生もいましたが、「第
一志望の研究室に落ちてしまったのでやる気が出ない」「な
んとなく入った研究室で、特にやりたいことはない」「新
設だから楽そうかなと思って」などといった回答をする学
生も存在しました。
　そこで、日常生活において疑問に思うこと、趣味、関心
などなんでもいいから話してもらうことにしました。その
結果、「サークルで幹事を務めていて、グループごとにブ
レインストーミングを行わせることが多々あるのだが、ブ
レインストーミングって本当に有効なのか？」「ファッショ
ン関係のアルバイトをしていて、自分もファッションに興
味があるのだけれど、人は他人のファッションにどの程度
興味があり、記憶しているのか？」「幼少期からサッカー
をしてきて、現在もサッカーサークルに所属しているが、
PKのときの精神的プレッシャーに興味がある」などなど、
様々な話を聞くことができました。これらは全て、心理学
の研究で、関心を持たれているテーマなのです。私は、各
学生の日常における関心に沿った研究論文を一流国際誌か
ら探してきました。そして、春学期は、それらの論文を１
本ずつ輪読し、まとめることから始まりました。
　一流国際誌の論文というとハードルが高くて難しそうと
いうイメージが沸くのか、初めは学生も戸惑っていました。
しかし、実は、一流国際誌に載っている論文は、論文とし
ての構成がしっかりとしており、読み手にとって分かりや
すい形で論理的に書かれていること、結果も綺麗に出てい
てそれが適切な形で表現されているため、いずれ論文を書
く際のお手本となることを伝え、実際に読み始めてみまし
た。この際、初めにざっと要約を読んで、手続きと結果を
丁寧に読むと、大まかな研究の枠組みが明らかになる、序
論にはその分野の研究の歴史が書かれているから卒業研究
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を書く際の参考になる、などといった、英語論文の読み方
のコツを伝えました。同時に、読んだ論文をスライドにま
とめる作業を行うことで、見やすいスライドの作成方法を
学んでもらいました。「英語が苦手だから英語論文は避け
たい、なぜ日本語の論文ではだめなのか？」と言っていた
学生たちも、合計９本の輪読が終わる頃には、読んだ論文
を図や表を用いてうまくスライドにまとめる作業まででき
るようになっていました。
　夏休みからいよいよ実験準備開始です。９本の論文を読
んだことは、ここでも活きてきます。例えば「感情と記
憶」に漠然と興味があったが、「感情」に関わる論文の他に、
他の学生の関心テーマであった「自伝的記憶」に関わる論
文も読んだことにより、「自伝的記憶」という側面から「感
情と記憶」のアプローチを試みようと考えた、といったよ
うに、各々の関心テーマが刺激しあう形となりました。現
在は、ゼミ生全員が実験のプロトコルを作成し、実験材料
を集めているところです。今年度内に実験を実施すること
を目標に進めています。
具体的な研究①
　「人は悲しいから泣くのではない、泣くから悲しいのだ」
という言葉で有名なジェームズランゲ説は、生理学的反応
が心理学的情動体験よりも先に生じるということを示した
説で、現在全面的に支持されているわけではありませんが、
例えば、鉛筆を横向きに加えて笑顔のような表情を作って
から漫画を読んだ場合は、そうでない場合と比較して、そ
の漫画への「面白い・好きだ」という評価が上がるといった
研究や、音楽を聴くときに、縦に首をふった場合は横に首
をふった場合と比較して、その音楽に対する評価が上がる
といった研究が存在します。つまり、生理学的・身体的反
応が、ある程度、感情認知を決定する際に影響を与えてい
る可能性が示唆されています。
　一方で、自伝的記憶の分野においては、ある出来事を、
聞き手に面白いと思わせることを目的として話すように教
示を受けた場合は、そうでない場合と比較して、面白おか
しくその出来事について話すわけですが、その後、その出
来事についてどう思うかとたずねたところ、聞き手に面白
いと思わせることを目的とした場合は、その出来事に対し
てポジティブな気持ちを持つようになったということが明
らかになっています。つまり、同じ出来事でも、その出来
事に対する感情がポジティブなものになったり、もしくは
ネガティブなものになったりと、変化する可能性があるこ
とが指摘されているのです。
　これら２つの研究を組み合わせてみると以下の仮説を立
てることができます。生理的・身体的活動を外部から操
作することで、ポジティブ/ネガティブな感情を誘発させ、
その状態で思い出す過去の出来事は、ポジティブ/ネガティ
ブなものになるのではないかということです。まだ実験を
行う段階ですので、使用する装置や材料といった詳しい情
報までお伝えすることができませんが、とても興味深い研
究になっています。
具体的な研究②
　「健常者の統合失調症傾向」に興味がある学生は、幻聴
や妄想といった陽性症状のメカニズム解明を目的とした研
究が多い割に、感情の平板化・意欲の欠如・思考の貧困と
いった陰性症状を扱った論文は、メカニズム解明を目的と
したものよりも、その治療法に関するケーススタディが
多いことに着目しました。陰性症状には音楽療法が効果的
であると書かれた論文が多数存在している事実から、では、
健常者の中で陰性症状に似た傾向を持つ人たちは、どう
いった音楽的嗜好を持ち、生活の中でどのように音楽を用
いているのかについて検討したいと考えるようになりまし
た。彼の仮説は、陰性症状に似た傾向を持つ健常者たちは、
無意識的に、音楽を心の拠り所とした（音楽を聴くことに
より、精神的安定を保つような）生活を送っているのでは
ないかというものです。音楽バンドサークルに所属してい
る彼は、こういった人たちの支えとなるような音楽を作り
たいと考えています。
　彼は、すでに200名の健常大学生を対象とした質問紙調
査を行いました。その結果、どうやら、陰性症状傾向をも
つ大学生は、そうでない大学生と比較して、音楽を聴く時
間が長かったり、聴く音量が大きかったりするようだとい
うことを明らかにしました。この結果は、今後の統合失調
症研究において大きな示唆を与えるものとなるのではない
かと考えています。現在は、より詳細な音楽的嗜好につい
て検討するため、実験室実験にむけて、材料を作成中です。
おわりに
　主体性・自主性を重んじている研究室なのですが、実際、
彼らは各々の研究に対して、「自分の研究である」という
プライドと責任を強く持っています。日常記憶心理学とい
う漠然とした研究室に集まったのは、普段の生活ではほと
んど交流することがないような、全くタイプの異なる学生
たちでした。そのため、テーマも様々で、一見すると各々
の研究は関係がないようにも映ります。それでも毎週各々
が進捗状況を述べるとき、「面白い」とそれぞれの研究に
対して感想を述べ、積極的に質問しあい、お互い影響を与
え合いながら、発展していっている様子が手に取るように
分かる上に、私自身の研究の刺激にもなっています。来年
度、いよいよ卒業研究を提出するわけですが、研究室に所
属する学生の研究がすべて、一流国際誌に掲載可能なぐら
い、質の高い研究となることを信じています。
